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西扇五
発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 廿（代表）2004 
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本 山 笠 

3 台 

町 の 人 口 

人 口 9,411人 （減12) 

男 4,497人 （減5) 

女 4,914人 （減7) 

世帯数 2,942世帯（減5) 

出生 10人 転入 21人 

死亡 9人 転出 34人 

(53年9月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（威勢よく町にくり出す山笠・稲荷町通り） 

秋 の 祭 典 
4 台 

町統ー秋祭り― 
ワッショイノワッショイノハッピにハチマキの青年や子供たちを先頭に、色彩豊かな山 

笠を威勢よく町にくり出す。赤池町統一秋祭りが9・10日の両日行われた。 9日はあいに 

くの雨もようで山笠も静かに休I民10日はぬけるような青い空の下で、各地区から出され 

た山笠や神輿の笛やメ識の競演会が町民会館前で勇ましく行われ、秋空に響きわたった。 

山笠は、10支所（上の原）、15支所（伏原）、町営伏原。子供樽神輿は、11支所、18支所、 

19支所、22・23支所合同。 



(3） 第190号 
昭和53年11月1日 け

 
し、 カ、 あ

 
報
 

広
 

第190号 

雄維4億6,977万2千円 

九
月
定
例
町
議
会
 

九
月
定
例
町
議
会
は
、
 

二
十
七
日
（
水
）
に
ひ
ら
 

か
れ
、
一
般
会
計
補
正
 

子
算
案
な
ど
十
二
議
案
 

が
上
程
さ
れ
審
議
の
う
 

え
、
原
案
ど
お
り
可
決
 

さ
れ
た
。
 

議
事
案
件
は
、
次
の
 

と
お
り
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
赤
 

池
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
歳
入
歳
出
決
 

算
の
認
定
 

o
歳
入
決
算
額
 
三
億
 

六
千
百
七
十
五
万
五
千
 

九
百
七
円
 

o
歳
出
決
算
額
 
三
億
 

八
千
四
百
六
十
三
万
九
 

干
五
百
四
十
八
円
 

o
差
引
残
額
 
△
二
千
二
百
八
十
八
万
 

三
千
六
百
四
十
一
円
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
 

o
歳
入
決
算
額
 
六
千
百
二
十
五
万
八
 

千
六
百
八
十
八
円
 

o
歳
出
決
算
額
 

一
億
二
百
五
十
二
万
 

九
千
百
二
十
八
円
 

o
差
引
残
額
 
△
四
干
百
二
十
七
万
四
 

り
 

昭和53年11月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

百
四
十
円
 

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

o
昭
和
五
十
三
年
度
ぽ
た
山
災
害
防
止
 

工
事
（
第
一
工
区
・
第
二
工
区
）
、
大
 

浦
団
地
造
成
工
事
、
昭
和
五
十
三
年
度
 

地
方
改
善
施
設
（
飲
料
水
配
管
施
設
）
 

整
備
事
業
（
第
ー
工
区
・
第
二
工
区
）
 

の
五
件
、
い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
超
え
 

る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

▼
字
の
区
域
の
変
更
 

o
土
地
改
良
事
業
の
結
果
、
字
の
区
域
 

の
変
更
を
要
し
た
の
で
議
会
の
議
決
を
 

得
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
設
 

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

o
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
新
 

設
に
よ
り
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
上
野
焼
大
型
共
同
作
業
場
の
 

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
 

定
 

o
赤
池
町
上
野
焼
大
型
共
同
作
業
場
の
 

新
設
に
よ
り
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
資
 

金
貸
付
基
金
条
例
の
制
定
 

o
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
福
祉
の
充
 

実
の
一
環
と
し
て
、
高
額
な
医
療
費
の
 

一
部
負
担
金
を
療
養
取
扱
機
関
に
支
払
 

う
こ
と
が
困
難
な
者
に
対
し
て
の
救
済
 

」

ー

 

、

ノ

 

、

（

 

力
 

措
置
を
は
か
る
も
の
で
条
例
を
制
定
し
 

ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
隣
保
館
設
置
及
び
管
理
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

o
大
浦
隣
保
館
の
新
築
に
よ
り
位
置
の
 

変
更
に
伴
な
い
条
例
の
一
部
を
改
正
し
 

ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

o
水
道
料
金
の
改
定
に
伴
な
い
条
例
の
 

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
」
お
＋
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
子
算
 

o
補
正
額
 
四
億
六
千
九
百
七
十
七
万
 

一
一
干
円
 

〇
予
算
総
額
 
四
十
五
億
六
干
百
九
十
 

五
万
五
干
円
 

▼
昭
和
五
十
」
「
午
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
予
算
 

o
補
正
額
 
五
干
万
円
 

o
予
算
総
額
 

一
億
五
千
万
円
 

追
加
議
案
 

▼
赤
池
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
 

に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

o
赤
池
町
体
育
施
設
の
新
設
に
よ
り
条
 

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

（四保育所5歳児によるアトラクション） 

（昼食をしながらアトラクションを楽しむお年よりたち） 

町 民 文 化 祭 

2 日（木） 

O 日（金） 

午前9時開会式、展示会、バザーー 

吟詠大会、バザーー 

4 日（土） 展示会、午後12時閉会式 

町
民
ぐ
る
み
で
 

町
制
 40 

周
年
施
行
 

乃
 
，

、

〉

 
、
 

《・ 

ュ
寸
・
ー
レ
ー
 

メ
て
4
 

町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
落
成
 

本
町
で
は
今
年
で
町
制
施
行
四
十
周
 

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
落
成
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
、
 

二
十
六
日
（
日
）
、
新
設
の
山
血
〈
研
修
所
 

で
記
今
畿
典
を
開
く
。
こ
の
ほ
か
、
多
 

彩
な
行
事
が
子
定
さ
れ
て
お
り
、
町
民
 

ぐ
る
み
の
祝
賀
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
っ
 

て
い
る
。
 

同
町
は
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
三
日
 

町
制
を
施
行
、
赤
池
町
と
な
っ
た
。
 

町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
は
町
々
民
 

会
館
横
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
鉄
筋
コ
 

ン
ク
リ
ー
ト
ー
部
三
階
建
の
べ
千
五
百
 

繋
雑
 
世
良
馬
吉
さ
ん
（
 97
 

歳） 

【J

・
・
父
」
コ
S
一A

・ 

‘ー 

田
苛
‘
一
‘
Z
ユ
‘
 

十
月
十
五
日
（
日
）
、
午
前
十
一
時
よ
 

り
赤
池
町
民
会
館
に
お
い
て
町
敬
老
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
敬
老
会
該
当
者
は
、
全
体
で
 

八
百
四
十
五
人
（
男
三
百
五
十
七
人
・
 

10 

月
 15 

日

に

ー

 

女
四
百
八
十
八
人
）
、
う
ち
式
典
参
加
 

者
は
約
五
百
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
 

長
寿
を
祝
っ
て
、
県
お
よ
び
町
か
ら
 

そ
れ
ぞ
れ
年
令
別
該
当
者
に
対
し
て
、
 

金
杯
、
バ
ス
タ
オ
ル
等
の
記
念
品
が
贈
 

ら
れ
、
町
長
ほ
か
来
賓
の
方
々
よ
り
長
 

寿
を
祝
う
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
会
食
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

が
行
わ
れ
、
四
保
育
所
（
五
歳
児
）
の
 

園
児
た
ち
に
よ
る
踊
り
や
、
婦
人
会
、
 

養
命
大
学
の
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
や
演
 

芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
敬
老
会
該
当
者
年
令
別
数
お
 

よ
び
表
彰
の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

70 

ー
 79 

歳
 
六
百
三
十
一
人
 

80 

ー
 87 

歳
 
百
九
十
九
人
 

88 

歳
以
上
 
十
五
人
 

合
 
計
 

八
百
四
十
五
人
 

（
男
一
」
皇
志
人
・
女
署
八
夫
人
）
 

記
念
式
典
 

二
十
一
平
方
H
。
一
階
は
事
務
室
、
会
 

議
室
、
講
習
会
室
、
和
室
、
相
談
室
、
 

図
書
室
兼
視
聴
覚
室
、
歴
史
資
料
室
、
 

二
階
は
七
百
七
十
五
平
方
H
の
大
ホ
ー
 

ル
（
ス
テ
ー
ジ
付
・
収
容
人
貝
五
百
人
 

）
の
ほ
か
、
一
部
三
階
の
映
写
室
と
多
 

目
的
な
近
代
研
修
所
で
、
総
工
費
約
一
一
 

億
七
千
万
円
。
 

な
お
、
二
十
五
日
（
土
）
に
祝
賀
ム
ー
 

ド
を
盛
り
上
げ
る
た
め
前
夜
祭
を
は
じ
 

め
、
二
十
六
日
（
日
）
の
式
典
で
は
、
落
 

r城
式
や
町
自
治
功
労
者
な
ど
の
表
彰
、
 

ー

一

 

の
力
（
 

1
 

」 

⑥
県
知
事
表
彰
（
 88 

歳
表
彰
）
 

〔
金
杯
贈
呈
 

四
人
〕
 

o
近
藤
キ
サ
ョ
（
天
郷
荘
）
 

o
芳
賀
キ
ョ
ノ
（
 

r 

) 

〇
伊
川
 
繁
次
（
昭
和
町
）
 

o
青
木
ミ
ツ
ェ
（
高
尾
二
）
 

@
 80 

歳
以
上
高
令
者
表
彰
 

n
ハ
ス
タ
オ
ル
贈
呈
 
」
卓
人
〕
 

o
世
良
 

ユ
キ
（
皿
山
）
外
言
九
人
 

⑨
議
長
表
彰
（
町
在
住
の
最
高
令
者
）
 

o
世
良
 
馬
吉
（
上
谷
）
 
97 

歳
 

⑥
町
長
記
念
品
贈
呈
 

o
町
敬
老
会
該
当
者
八
百
四
十
五
人
に
 

贈
呈
。
 

ー
敬
称
略
ー
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

祝
賀
会
、
芸
能
発
表
会
、
の
ど
自
慢
大
 

会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
 

（
完
成
真
近
か
の
同
和
対
策
中
央
研
修
所
）
 

J
 

山
 

☆ 
和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
」
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
霜
降
月
 

そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
水
）
 

2
日
（
木
）
 

3
日
（
金
）
 

4
日
（
土
）
 

7
日
（
火
）
 

8
日
（
水
）
 

9
日
（
木
）
 

10 

日
（
金
）
 

11 

日
（
土
）
 

12 

日
（
日
）
 

15 

日
（
水
）
 

17 

日
（
金
）
 

19 

日
（
日
）
 

23 

日
（
水
）
 

26 

日
（
日
）
 

27 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

燈
台
記
念
日
・
自
衛
隊
記
 

念
日
 

町
文
化
祭
（
4
日
ま
で
）
 

文
化
の
日
 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

立
冬
 

太
陽
暦
採
用
記
念
日
 

技
能
の
日
 

世
界
平
和
記
念
日
 

第
五
回
町
少
年
剣
道
大
会
 

七
五
三
祝
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

農
協
記
念
日
 

勤
労
感
謝
の
日
 

新
穀
感
謝
祭
 

町
制
施
行
四
十
周
年
並
び
 

に
町
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
新
築
落
成
記
念
式
典
 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

▼
も
う
ー
ぺ
ん
の
勇
気
と
努
力
▲
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第190号 昭和53年11月1日 け し、 カユ あ
 

報
 

広
 

占
」
0
3
1
1
2
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
 

安
1
3
3
0
1
2
0
0
0
0
0
0
1
1
0
 

打
3
5
4
4
3
4
2
1
1
0
1
2
1
1
1
 

各地区の 

スポーツ行事 

33 12 9 

原
井
藤
川
田
本
永
圃
原
野
川
の
花
府
田
 

り
 

内
 

村
 

田
 

計
 

軍
清
藤
伊
中
加
山
徳
相
久
上
惣
海
立
別
山
二
百
 

東
 。

O
O
O
●
O
O
O
 1
 1
1
5
9
l
m
 

占
（
1
1
1
5
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
2
 

安
0
1
1
2
0
0
1
0
1
0
0
0
0
1
1
2
 

打
2
3
3
2
3
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
3
 

ぬ
讐
懇
縞
留
原
薫
野
安
田
本
拶
卿
議
2
3
以 

軍
海
羽
深
勲
加
有
加
鶴
藤
パ
大
中
冨
藤
坂
鶴
 27 10 11 

西
 

1
 

2
 

9
 

o
o
o
o
o
の
＠
o
l
m
l
4
m
l
m
m
 

手
 
原
野
川
府
田
 

投
 

内
 

l
 
久
上
惣
別
大
 

1
ュ
 

2

 

O
O
O
O
O
の
＠
O
 1
 

失
5
3
2
2
1
 

安
3
2
3
2
0
 

打
8
9
 11
 

12
 

5
 

覇
刑
匠
」
1
1
2
3
1
 

成
 

q
〕
に
u

ワ
】
h
叱。 

h
o
d
‘
。
。
。
ノ
］
 

14
 

14
 

10
 

8
 

%%% 

Q
】
n
ノ］n
乙
・
1
 

原
保
田
見
 

久
 

藤
犬
藤
深
 

オ
“
ー
戦
東
軍
が
打
ち
勝
つ
 

''I'll'川川mmm“皿皿 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
落
成
記
念
行
事
 

最
高
殊
勲
選
手
に
黒
土
一
弘
選
手
 

待
望
の
赤
池
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
十
月
八
日
、
池
 

永
町
長
の
始
球
式
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
の
対
頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
戦
 

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
続
い
て
町
軟
式
野
球
連
盟
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
東
西
戦
 

と
、
錦
秋
を
飾
る
落
成
記
念
行
事
が
華
や
か
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
 

赤

池

、

頴

田

町

に

苦

敗

 

【
少
年
野
球
部
交
歓
試
合
】
 

頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

赤

池

ク

ラ

ブ

 
n
乙

1
山
（
ど
ハ
 11 
〕
1
1
 

0
0
0
・10 

12
 

1
→ 

（
投
）
繁
永
貴
仁
、
大
穂
浩
美
（
捕
）
 

'r 

黒土選手 藤原選手 
16、17支所山田政則選手、快心の，(8支所対16j7支所戦より） o 

大
穂
浩
美
、
天
野
栄
「
郎
 

I川旧III川I川I'll'川川川I~ 

〇
…
野
球
場
の
ク
こ
け
ら
お
と
し
ク
は
 

ま
ず
次
代
を
荷
負
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

野
球
部
の
対
頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
交
歓
試
 

合
。
黒
土
主
審
の
ク
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
）
 

に
応
え
て
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
充
 

【
勝
利
監
督
賞
】
 

亀
谷
 
俊
政
（
バ
ァ
ー
バ
ァ
ー
ズ
）
 

量
局
殊
勲
選
手
 
黒
土
 

一
弘
（
赤
池
ガ
ッ
ツ
）
 

最
優
秀
投
手
賞
 
藤
原
 
武
司
（
赤
池
町
役
場
）
 

打
 

撃
 

賞
 
鶴
留
 

明
（
F
ダ
ッ
ク
ス
）
 

敢
 

闘
 

賞
 
木
村
 
洋
三
（
赤
池
ガ
ッ
ツ
）
 

万 

伊
藤
 
信
幸
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
）
 

木村選手 

) 1 

伊藤選手 

、フ 五ちが勝ち残る 
優勝のゆくえ混とん 

分
の
池
永
町
長
が
快
速
球
で
始
球
式
。
 

癒．準町総合,ラウzド 
1 落か記念会場て 

〇
…
試
合
は
、
守
備
の
乱
れ
を
つ
か
れ
 

た
赤
池
が
、
頴
田
町
の
猛
攻
の
前
に
大
 

量
点
を
許
し
、
居
原
監
督
の
作
戦
功
を
 

奏
さ
ず
。
ス
タ
ン
ド
の
応
援
も
む
な
し
 

く
、
晴
れ
の
舞
台
で
苦
杯
を
喫
し
た
。
 

打

高

投

低

の

打

撃

戦

 

【
連
盟
オ
ー
ル
ス
タ
ー
東
西
対
抗
戦
】
 

東
軍
3
0
0
0
0
6
2
0
1
3
 

西
軍
2
3
1
2
2
2
0
0
0
1
 一 

「
 

〇
…
軟
式
野
球
連
盟
十
五
チ
ー
ム
の
監
 

督
が
選
ん
だ
総
勢
 32 

人
の
精
鋭
選
手
が
、
 

力
い
っ
ぱ
い
戦
っ
た
オ
ー
ル
ス
タ
ー
東
 

西
対
抗
戦
。
大
久
保
監
督
率
い
る
西
軍
 

が
、
前
半
優
位
に
た
ち
楽
勝
に
終
る
か
 

と
思
わ
れ
た
が
、
六
回
、
東
軍
が
猛
攻
 

を
加
え
、
試
合
は
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
 

ん
だ
。
 

〇
…
結
局
、
派
手
な
打
撃
戦
で
東
軍
が
 

打
ち
勝
ち
、
亀
谷
監
督
が
勝
利
監
督
賞
 

を
獲
得
し
た
。
な
お
、
監
督
、
体
指
委
 

が
選
ん
だ
個
人
賞
は
別
稿
の
と
お
り
。
 

グ

ラ

ウ

ン

ド

の

使

用

規

則

 

十
月
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
グ
 

ラ
ウ
ン
ド
（
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
）
 

の
使
用
規
則
が
、
町
の
各
種
団
体
の
数
 

次
に
わ
た
る
会
議
を
経
て
、
十
月
二
十
 

三
日
の
教
育
委
員
会
で
決
定
し
た
。
 

町
民
最
優
先
使
用
を
原
則
と
し
た
管
 

理
運
営
方
針
を
基
調
に
、
使
用
者
の
自
 

主
整
備
を
厳
し
く
盛
り
込
ん
だ
規
則
の
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
 

申
し
込
み
先
 
赤
池
町
公
民
館
 

使
用
料
 
①
野
球
場
n

一
時
間
千
円
。
 

②
陸
上
競
技
場
廿
一
時
間
五
百
円
。
た
 

だ
し
①
、
②
い
ず
れ
も
町
民
諸
団
体
の
 

使
用
は
八
割
の
減
免
と
す
る
。
 

使
用
上
の
注
意
事
項
 

①
球
場
内
で
の
喫
煙
、
飲
食
は
禁
止
、
 

喫
煙
は
所
定
の
赤
バ
ケ
ッ
内
へ
 

②
使
用
後
は
、
必
ず
備
え
付
け
の
用
具
 

で
、
次
の
使
用
に
支
障
の
な
い
よ
う
 

に
整
備
を
行
う
。
 

第
二
回
町
民
野
球
大
会
が
新
装
な
っ
 

た
総
合
G
球
場
で
開
幕
し
た
。
こ
の
大
 

会
に
各
地
区
公
民
館
か
ら
精
鋭
 15 

チ
ー
 

ム
が
参
加
、
十
月
二
十
二
日
、
二
十
九
 

日
の
二
日
間
に
十
試
合
が
消
化
さ
れ
た
。
 

と
く
に
今
回
か
ら
正
規
の
球
場
と
あ
 

っ
て
、
出
場
選
手
も
ハ
ッ
ス
ル
。
プ
ロ
 

野
球
な
み
の
超
美
技
が
随
所
に
み
ら
れ
、
 

ス
タ
ン
ド
の
拍
手
を
あ
び
た
。
 

ニ
十
九
日
の
残
り
試
合
は
雨
天
の
た
 

め
十
一
月
五
日
に
順
延
さ
れ
た
が
、
優
 

勝
の
栄
冠
は
七
支
所
、
九
、
十
支
所
、
 

十
四
支
所
、
十
六
、
十
七
支
所
、
十
八
 

支
所
の
五
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
る
。
 

【
ー
回
戦
】
 

●
七
支
所
 

7
1
6
 

二
十
一
支
所
 

●
十
九
支
所
 
5
1
0
 

十
三
支
所
 

●
十
四
支
所
 
3
1
2
 

二
十
支
所
 

可
 

夢
 

胃
 
▼
中
国
の
古
典
ク
論
語
カ
 

犀三一 

， 

こ
 
】不ー 

●
！
レ
」
い
、
フ
三
口
苗
木
 

rW
力可‘ 

が
あ
る
く
正
し
く
は
一
四
 

躍」け霧）（●「）」て 

『
ま
ど
わ
ぬ
こ
と
、
年
令
四
十
歳
の
異
 

称
』
と
、
広
辞
苑
に
あ
る
。
入
間
四
十
 

歳
と
も
な
れ
ば
、
と
い
う
の
で
あ
る
・
。
 

▼
赤
池
町
の
町
制
が
施
行
さ
れ
て
今
年
 

は
四
十
周
年
に
当
り
、
そ
の
記
念
の
行
 

事
が
十
一
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
る
と
 

い
う
。
人
間
の
年
令
に
例
え
れ
ば
「
不
 

惑
」
で
あ
り
、
そ
の
成
長
を
祝
う
と
い
 

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
誠
に
お
め
で
た
い
 

こ
と
で
あ
る
。
 

▼
だ
が
さ
て
、
実
体
と
な
る
と
ど
う
で
 

あ
ろ
う
か
。
行
政
の
日
常
、
住
民
生
活
 

の
毎
日
に
惑
い
が
な
い
か
、
と
い
う
こ
 

と
に
な
る
と
、
四
十
周
年
を
祝
う
に
面
 

映
ゆ
い
点
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
で
 

は
な
か
ろ
う
か
。
四
十
年
の
歩
み
の
な
 

か
で
国
家
統
制
の
ギ
ナ
臭
い
期
間
は
十
 

年
に
満
た
ず
、
三
十
数
年
が
戦
後
の
自
 

治
の
時
代
で
あ
る
。
 

▼
今
旧
な
お
惑
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

そ
れ
は
公
民
と
し
て
の
町
民
の
自
覚
と
 

行
政
の
指
導
性
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
 

で
あ
ろ
う
。
町
民
の
自
覚
は
、
相
互
の
 

連
帯
と
交
流
の
中
か
ら
生
れ
る
の
が
本
 

物
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
総
合
体
育
施
 

設
は
こ
の
上
な
い
贈
物
で
あ
る
。
 

▼
惑
い
は
、
悪
手
凡
失
に
つ
な
が
る
。
 

壬
フ
ー
さ
え
な
け
れ
ば
試
合
に
勝
て
る
。
 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
「
日
本
人
は
十
二
歳
」
 

こ
れ
だ
け
は
返
上
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
 

9
 

僕 

の 

提 

‘二1 

し
つ
け
を
厳
し
く
押
し
つ
け
る
が
、
大
 

人
の
公
徳
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
 

か
。
煙
草
の
吸
い
が
ら
九
 

守

れ

、

公

衆

道

徳

 

中
一
 

早
 
川
 

誠
 

大
人
は
ず
る
い
。
」
僕
達
こ
ど
も
に
、
 

百
六
十
八
本
、
マ
ッ
チ
の
 

燃
え
が
す
六
＋
一
本
、
地
 

球
は
灰
皿
で
は
な
い
。
 

十
月
二
十
二
日
、
新
装
の
町
民
球
場
観
 

あ
あ
せ
よ
、
こ
う
せ
よ
と
社
会
生
活
の
 

覧
席
で
、
 
こ
ど
も
心
に
気
付
い
た
こ
と
。
 

●
十
ニ
支
所
 
●
1
7
 
十
一
支
所
 

O
十
六
、
十
七
支
所
 13 

1
1
十
五
支
所
 

O
十
八
支
所
 
6
1
5
 

六
支
所
 

●
九
、
十
支
所
4
1
2
 
猿
田
 

【2
回
戦
】
 

O
七
支
所
 

3
1
2
 

十
九
支
所
 

9
十
四
支
所
 
2
1
1
 

十
二
支
所
 

●
十
六
、
十
七
支
所
2
1
0
八
支
所
 

愁

ホ

り

四

区

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

 

父
ち
ゃ
ん
が
カ
ン
ッ
ケ
、
母
ち
ゃ
ん
 

は
シ
ャ
モ
ジ
を
バ
ト
ン
に
、
4

・2
樵
 

を
走
破
す
る
駅
伝
が
メ
ー
ン
。
秋
祭
り
 

の
十
月
九
、
十
日
の
両
日
、
上
野
四
区
 

（
香
月
昌
憲
館
長
）
の
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
 

ク
』
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
た
。
九
月
＋
 

六
日
か
ら
四
度
も
会
議
を
重
ね
、
書
道
、
 

生
花
、
絵
画
等
の
展
示
会
か
ら
、
バ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
豊
富
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ノ
 

参
加
者
は
延
べ
二
百
四
十
五
人
、
文
字
 

ど
お
り
区
民
総
出
の
秋
祭
り
で
あ
っ
た
。
 

大

浦

は

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

 

大
浦
地
区
公
民
館
（
小
松
春
雄
館
長
）
 

も
十
月
十
日
、
大
浦
G
で
各
組
対
抗
の
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
こ
の
日
は
、
出
 

場
選
手
や
応
援
の
人
た
ち
の
フ
ァ
イ
ト
 

が
夜
来
の
秋
雨
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
、
 

絶
好
の
秋
晴
れ
が
大
会
を
祝
福
し
た
。
 

試
合
は
ま
ず
一
ー
二
組
ー
ニ
ー
二
組
 

で
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。
各
試
合
共
始
終
好
 

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
が
、
攻
守
に
ま
 

と
ま
っ
た
ニ
ー
一
組
が
 26 
1
9
で
天
郷
 

団
地
組
を
破
り
初
優
勝
。
 

『
健
康
』
 

『 

和』 

『
地
区
づ
く
リ
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
 

太田万亀雄選手ゴールイン（上野四区オリンピック） 

今
後
も
続
け
ま
す
と
、
小
松
館
長
。
 

猿
田
は
第
8
回
運
動
会
 

十
月
十
日
は
体
育
の
日
 

お
神
輿
 

は
な
く
て
も
ス
ポ
ー
ツ
で
秋
祭
り
を
と
 

猿
田
地
区
（
大
久
保
啄
麿
館
長
）
で
は
 

第
八
回
の
運
動
会
を
開
催
し
た
。
 

こ
の
日
、
会
場
の
公
民
館
広
場
に
集
 

ま
っ
た
ク
選
手
ク
は
総
勢
百
十
二
人
。
新
 

興
の
朝
日
台
団
地
か
ら
も
十
七
人
が
参
 

加
し
て
、
秋
晴
れ
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。
 

競
技
は
午
前
九
時
半
か
ら
は
じ
ま
り
 

ま
ず
準
備
体
操
。
白
マ
ス
ク
の
味
、
草
 

競
馬
、
ラ
ム
ネ
飲
み
、
さ
ら
に
は
『
食
 

欲
の
秋
』
が
圧
巻
。
午
前
中
の
最
後
は
 

全
員
の
炭
坑
節
で
し
め
く
く
っ
た
。
 

昇級審査、真剣な少年剣士たち 

田

中

淳

く

ん

が

準

八

級

 

剣
道
少
年
部
の
昇
級
審
査
会
 

十
月
七
日
、
剣
道
少
年
部
の
昇
級
審
 

査
会
が
町
民
会
館
で
行
わ
れ
、
準
一
級
 

の
中
学
生
か
ら
年
少
者
の
九
段
ま
で
 45
 

人
の
剣
士
全
員
が
昇
級
し
た
。
な
か
で
 

も
剣
道
部
最
年
少
の
田
中
淳
く
ん
（
十
 

六
支
所
）
が
、
日
頃
の
鍛
錬
が
み
の
り
 

準
八
級
に
昇
級
し
た
の
が
ひ
か
っ
た
。
 

一
競
縄
“
鰻
輪
鈴
一
 

一 
26 

日
【
第
 11 

回
町
民
バ
レ
ー
大
会
 

一

 

I
' 



け
 

(7） 第190号 い け 昭和53年11月1日 か
 

あ
 

報
 

広
 

第190号 

一 ち
 

ま
 

一 

の
 

一 芸
 

文
 

一 

平

凡

 と
 
い
 
う

倖

 

五
十
二
年
の
早
春
、
毎
日
新
聞
紙
上
 

に
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
 
一 

田
牛
畝
氏
に
依
る
「
句
心
悌
心
」
の
句
 

集
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 

牛
畝
氏
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
で
浄
 

土
宗
（
本
山
京
都
知
恩
院
）
の
九
州
支
 

部
長
的
位
置
に
お
ら
れ
る
お
坊
さ
ん
で
 

同
時
に
福
岡
刑
務
所
教
講
師
で
も
あ
り
 

殊
に
死
刑
囚
達
に
対
し
俳
句
の
指
導
を
 

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
 

或
る
句
会
で
た
ま
た
ま
同
席
を
し
、
 

話
が
こ
の
句
集
に
及
ん
で
思
い
が
け
な
 

く
も
句
集
を
頂
く
事
と
な
り
、
謹
し
ん
 

で
読
ま
せ
て
頂
い
た
訳
で
あ
る
。
 

序
文
に
は
、
稲
葉
法
務
大
臣
の
推
薦
 

の
言
葉
も
寄
せ
て
あ
り
、
感
動
の
文
章
 

で
あ
っ
た
。
 

凡
そ
死
刑
執
行
を
さ
れ
る
と
は
並
の
 

罪
で
は
な
く
、
そ
の
遺
族
は
許
し
難
い
 

心
情
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
鉄
む
、
私
共
 

が
死
に
直
面
し
、
死
を
考
え
る
時
、
通
 

常
病
気
や
怪
我
を
し
て
、
あ
、
駄
目
か
 

と
思
い
そ
う
し
た
気
持
で
死
を
見
つ
め
 

る
と
思
う
が
、
 

一
面
仕
方
が
な
い
と
い
 

う
諦
め
に
似
た
安
ら
ぎ
が
あ
る
と
思
う
。
 

。
 

然
し
、
死
刑
囚
は
殺
さ
れ
る
と
い
う
 

恐
怖
と
抵
抗
が
あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
 

え
る
こ
と
は
至
難
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
 

、つ。 
そ
う
し
た
恐
怖
を
少
し
で
も
取
り
払
 

っ
て
や
ろ
う
と
の
悌
心
か
ら
俳
句
指
導
 

を
発
願
し
、
そ
れ
が
思
・
い
の
外
に
効
果
 

を
顕
わ
し
た
経
緯
を
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
 

次
に
掲
げ
る
句
か
ら
、
彼
等
の
心
情
 

が
手
に
取
る
よ
う
に
理
解
で
き
、
一
人
 

の
人
間
と
し
て
見
つ
め
る
時
、
心
か
ら
 

不
欄
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

●
叫
び
た
し
寒
満
月
の
割
れ
る
ほ
ど
 

独
房
の
夜
の
静
寂
と
冴
え
返
る
月
光
 

に
い
た
た
ま
れ
な
い
孤
独
と
恐
怖
の
極
 

限
に
堪
え
切
れ
ず
、
鉄
格
子
越
し
に
見
 

ゆ
る
満
月
が
割
れ
ん
ば
か
り
に
叫
び
た
 

い
と
い
う
心
境
、
誠
に
痛
ま
し
い
限
り
 

で
あ
る
。
人
間
が
簡
単
に
は
死
に
き
れ
 

な
い
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。
 

●
父
母
の
い
ま
す
浄
土
へ
今
朝
の
秋
 

執
行
の
朝
、
父
母
の
愛
を
懐
か
し
み
 

そ
し
て
今
は
五
重
相
伝
の
勤
誠
を
行
っ
 

て
、
安
ら
か
に
死
に
赴
く
心
の
あ
り
ど
 

「」ろ 死
を
直
前
に
し
て
、
安
心
立
命
の
境
 

地
を
句
に
求
め
、
あ
る
い
は
手
段
と
し
 

て
選
ん
だ
心
情
を
思
う
時
、
涙
を
誘
わ
 

れ
る
思
い
が
す
る
。
句
も
十
分
に
評
価
 

で
き
、
惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
才
能
で
 

あ
る
。
 

こ
の
句
を
詠
ん
だ
人
達
は
、
既
に
亡
 

き
数
に
入
っ
て
い
る
と
聞
く
。
憐
れ
と
 

気
 

、
・
ノ
 

、，ノ 

／
●
》
 

上水道事業（第2次）拡張工事阜］Fザノ 
〔昭和52年度分〕 が ノレI-,,.-, 

上
野
地
区
簡
易
水
道
も
 

水
の
使
用
量
が
年
々
増
加
 

し
、
特
に
夏
場
は
需
要
に
 

お
い
つ
か
ず
、
今
回
、
上
 

野
地
区
を
上
水
道
に
統
合
 

し
、
上
水
道
事
業
一
本
化
 

と
し
、
昭
和
五
十
二
年
八
 

月
十
七
日
県
知
事
認
可
を
 

受
け
同
和
対
策
事
業
の
国
 

庫
補
助
等
で
一
億
六
千
九
 

百
万
円
を
か
け
鋤
木
田
浄
 

水
場
を
整
備
し
、
第
二
次
 

拡
張
工
事
が
完
成
し
た
。
 

又
、
ひ
き
続
き
昭
和
五
 

十
三
年
度
で
大
谷
、
山
崎
 

地
区
の
整
備
改
良
工
事
を
 

計
画
し
、
九
月
三
十
日
起
 

工
式
を
終
え
て
現
在
着
工
 

し
て
お
リ
ま
す
。
 

（
鋤
木
 
田
浄
水
場
）
 

な
お
、
完
成
予
定
は
昭
和
五
十
四
年
 

三
月
二
十
日
で
す
。
 

（配 

水
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＠
一
日
最
大
給
水
量
 

一
一
、
九
呂
立
方
米
 

＠
計
画
給
水
人
ロ
 

ら
、
呂
口
人
 

い
う
も
愚
か
で
あ
る
。
冥
福
を
心
よ
リ
 

お
祈
り
す
る
。
 

私
は
誠
に
平
凡
な
暮
し
を
し
て
い
る
。
 

然
し
、
彼
等
と
較
べ
る
時
、
こ
の
倖
 

を
心
か
ら
噛
み
し
め
て
い
る
。
そ
の
上
 

俳
句
を
生
き
甲
斐
と
し
て
日
々
を
楽
し
 

く
過
ご
し
て
い
る
自
分
は
果
報
者
で
あ
 

る
。
我
々
も
今
一
度
、
生
き
る
と
い
う
 

こ
と
を
静
か
に
考
え
、
真
の
生
き
甲
斐
 

を
見
い
だ
し
、
隣
人
愛
を
育
て
、
仲
よ
 

く
や
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
 

一 

歩
 

※
読
後
感
が
あ
り
ま
し
た
ら
編
集
部
 

（
総
務
課
文
書
広
報
係
）
ま
で
ご
連
絡
 

下
さ
い
。
 

終

着

駅

 へ 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

わ
た
し
の
乗
っ
た
バ
ス
は
走
っ
て
い
る
 

昔
は
人
生
を
旅
と
も
い
っ
た
 

日
が
一
日
中
休
み
な
く
走
る
 

近
頃
は
ス
ピ
ー
ド
が
だ
ん
だ
ん
ま
す
の
 

か
、
一
日
中
の
あ
け
く
れ
が
と
て
も
早
 

く
な
っ
た
、
 

そ
し
て
何
か
し
ら
終
着
駅
が
 

り
 

ー
 

目
の
前
に
せ
ま
る
思
い
で
な
ら
な
い
 

い
い
こ
と
も
し
な
い
で
乗
っ
た
 

こ
の
バ
ス
は
い
よ
い
よ
走
る
 

バ
ス
が
止
ま
る
ま
で
何
か
い
い
こ
と
を
 

レ
」
 心

で
思
っ
て
も
バ
ス
は
ど
ん
ど
ん
 

終
着
駅
へ
と
走
り
つ
づ
け
る
の
だ
 

わ
た
し
は
帰
り
の
切
符
は
も
っ
て
は
い
 

な
い
 

だ
か
ら
バ
ス
が
止
ま
る
と
 

ど
う
し
て
も
下
リ
ね
ば
な
ら
な
い
 

わ
た
し
は
重
い
足
ど
り
で
 

ス
テ
ッ
プ
を
し
ず
か
に
下
り
る
だ
ろ
う
 

レよ 

ノ・ 

＋ー 

＋ー 

・T
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＋ー 
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エンゼルクイズ 

【第27回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、ヤクルトスワロー人 29年目の初優勝。 

さて監督は誰？ 

@）古葉監督 ⑧広岡監督（C）長嶋監督 

2 ,「山路にのぽりながらこう考えた 」夏 

目激石の小説でこんな書きだしで始まるの 

は？ 

④草枕 ⑧三四郎 ＠ユ坊ちゃん 

3 、脚気はビタミンのなにが不足するとおこ 

る？ 

④ビタミンA ⑧ビタミンBi 

⑥ビタミンC 

4、童謡「赤トンボ」で、ねえやはいくつで 

嫁に行く？ 

④ 14 ⑧ 15 ⑥ 16 

5 、赤池町町制施行40周年記念式典は何月何 

日に行われる？ 

④ 11月19日 ⑧11月26日 ＠12月3日 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガギ 

に記入のうえ、11月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第26回の解答】 

1 ⑧ 2 ④ 3 ⑥ 

、 
‘
、
1
 

国
民
年
金
の
特
例
納
付
制
度
 

の
活
用
を
ノ
 

今
、
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
の
 

特
例
納
付
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。
J
 

特
例
納
付
制
度
は
過
去
に
二
回
行
わ
 

れ
ま
し
た
が
、
A
「
‘
戊
が
最
後
の
措
置
で
 

す
。
長
い
間
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
 

い
な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を
納
め
て
い
 

な
か
っ
た
人
は
特
例
納
付
実
施
期
間
の
 

昭
和
五
十
三
年
七
月
か
ら
昭
和
五
十
五
 

年
六
月
ま
で
の
二
年
間
の
間
に
特
例
納
 

付
す
れ
ば
「
年
金
を
受
け
る
権
利
」
を
 

取
り
も
ど
せ
ま
す
。
 

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
絶
対
に
逃
さ
な
い
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
納
め
る
保
険
料
 

の
額
は
、
過
去
の
未
納
期
間
一
力
月
に
 

つ
き
四
千
円
で
す
。
以
下
、
あ
な
た
の
 

年
令
に
あ
わ
せ
た
「
特
別
納
付
制
度
」
 

で
す
。
 

先
ず
、
あ
な
た
に
一
必
要
な
期
間
は
 

) 

、 

一
 

目
取
後
の
チ
ャ
ン
ス
 

国
民
年
金
か
ら
、
老
齢
年
金
を
受
け
 

る
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
 

険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
を
合
わ
せ
 

て
二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
が
、
昭
和
 

五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
 

次
表
の
期
間
が
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
の
 

（表1) 

厚
生
年
金
等
、
他
の
公
的
年
金
の
加
入
 

期
間
と
合
わ
せ
て
同
年
数
あ
れ
ば
そ
れ
 

ぞ
れ
の
制
度
の
計
質
工
力
法
に
よ
る
通
算
 

老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

あ
な
た
に
必
要
な
期
間
か
正
ル
ず
確
め
 

て
下
さ
い
。
 

な
お
、
大
正
五
年
四
月
一
日
以
前
に
 

生
ま
れ
た
人
の
み
、
表
一
の
期
間
が
な
 

い
場
合
で
も
表
二
の
期
間
が
あ
れ
ば
、
 

特
別
支
給
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

あ な た の 

生 年 月 日 

老齢年金 
ために必 

を受ける 
要な期間 最高期間を納 

付した年金額 最低 最高 

明44.4.2-' 45.4.1 1(）年 1(〕年 287,1凹円 

45.4.2-* 2.4.1 10 11 288,300円 
大 2.4.2-' 3.4.1 10 12 309,500円 

3.4.2- 4.4.1 10 13 320, 70(）円 

4.4.2- 5.4.1 10 14 331,900円 
5.4.2- 6.4.1 11 15 343,1叩円 

6.4.2- 7.4.1 12 16 354,ま〕0円 
7.4.2- 8.4.1 13 17 365,印0円 

8.4.2- 9.4.1 14 18 376,700円 

9.4.2- 10.4.1 15 19 387,900円 
10.4.2- 11.4.1 16 20 鉛9,100円 

11.4.2- 12.4.1 17 21 410,300円 

12.4.2- 13.4.1 18 22 421,500円 

13.4.2- 14.4.1 1り 23 432,700円 

14.4.2- 15.4.1 一ーー一20 24 443,900円 

15.4.2'-昭 2.4.1 21 25 妬5,1叩円 

昭2.4.2- 3.4.1 22 26 473,300円 

3,4.2- 4.4.1 23 釘 491,馴）0円 

4.4.2- 5.4.1 盟 路 509,70(）円 

5.4.2以後生まれ 25 四-如 
528,伽円～ 
728,鰍）円 

（表2 ) 

生 年 月 日 必要期間 年金額 

明淑5.4」以前 

明淑5.4.2～大正2.4.1 

大正2.4.2～大正3.4.1 

大正3.4.2～大正4.4.1 

大正4,4.2～大正5.4.1 

4年1',-月 

5年1ケ月 

6年1ケ月 

7年1ケ月 

r 

74,30咽 

92,500円 

110,700円 

129,000円 

" 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

ー
敬
称
略
ー
 
社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
賛
助
会
費
〕
一
ロ
千
円
 

早
麻
 
豊
（
三
ロ
）
 

〔
香
典
返
し
〕
 

金
一
封
 
財
津
フ
タ
ェ
（
上
野
原
田
）
 

金
一
封
 
安
武
 
敏
紀
（
β
薬
王
寺
）
 

金
一
封
 
原
 
ミ
ツ
子
（
赤
池
上
寿
）
 

金
一
封
 
早
谷
 
古
詐
慎
（
ガ
 
車
道
四
）
 

⑧
 

に
。
 ⑧

 
4
ュ 

【正解者】 

今回の応募総数26通のうち、正解は18通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

ン古賀 知子（大字赤池上桜） 

レ浴永梨梨恵（ナ字赤池10区） 

ン熊谷 順子（大字上野謝M) 

福祉セジター0）行事」

〔11月の休館日〕 

4日、 6 日、13日、20日 

24日、27日 

〔演 芸 日〕 

2日、5日、9日、12日、16日 

19日、23日、26日、30日 

〔福祉バス運行日〕 

5 日、12日、19日、26日 

（日 曜 日） 

〔仏教法話会〕 

13日（月） 午前n時 
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第190号 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

（
三
混
）
の
予
防
接
種
 

冬
期
流
行
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
流
 

行
性
感
冒
）
の
子
防
注
射
並
び
に
三
種
 

混
合
の
予
防
接
種
を
次
の
日
程
で
行
い
 

ま
す
の
で
、
各
自
最
寄
り
の
場
所
で
受
 

け
て
下
さ
い
。
 

《
注
意
事
g
 

o
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
満
三
歳
以
上
）
 

の
者
。
た
だ
し
、
三
幌
を
受
け
た
者
は
 

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
又
、
三
混
の
一
期
 

を
三
回
終
了
し
て
ー
カ
月
を
経
過
し
て
 

い
な
い
者
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

※
各
場
所
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
 

ら
三
時
ま
で
 

11 月 
月
 

日
 

2
4H（金） 2

2
H（水） 種三

合混 1
7

）金（日 1

5
H

（水〕 

8
日
（
水
〕
 

四
区
公
民
館
 

町

民

会

館

 

市
場
小
学
校
 

保
健
室
 

四
区
公
民
館
 

老
人
ホ
ー
ム
 

場
 

所
 

上

野

地

区

 

生後 
24
 

カn 

ー
 48
 

カn 

市

場

地

区

 

"
 

上

野

地

区

 

地

区

 名
 

12 月 

2
2
H（金） 種三

合混 2

0
H

）水（ 1

9
H（火） 

8
日
（
金
）
 

6
日
（
水
）
 

"
 
"
 
"
 

町

民

会

館

 

老
人
ホ
ー
ム
 

生
後
 24 

ー
 48 

も
 

れ
 
者
 

赤

池

地

区

 

上

野

地

区

 

「
鯉
雌
」
高
額
療
養
費
が
 

貸
付
け
ら
れ
ま
す
 

赤
池
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
こ
の
 

た
び
高
額
な
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
 

な
国
民
健
康
保
険
加
入
の
世
帯
主
に
対
 

し
て
、
そ
の
医
療
費
支
払
い
の
た
め
の
 

資
金
を
貸
付
け
る
高
額
遼
登
費
貸
付
制
 

度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
制
度
は
、
現
在
ー
力
月
の
医
療
 

の
自
己
負
担
（
三
割
）
が
、
三
万
九
千
 

円
を
越
え
た
場
合
、
高
額
療
養
費
を
診
 

療
月
か
ら
約
ニ
力
月
後
に
支
給
し
て
い
 

ま
す
が
、
低
所
得
者
で
医
療
費
が
高
額
 

な
た
め
、
医
痔
一
関
へ
自
己
負
担
の
支
 

払
い
が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
約
ニ
力
 

月
後
に
支
給
さ
れ
る
こ
の
高
額
療
養
費
 

を
担
保
に
無
利
子
で
、
医
椿
響
ハ
の
支
払
 

い
に
必
要
な
資
金
を
診
療
月
後
す
ぐ
に
 

貸
付
け
る
制
度
で
、
十
月
診
療
分
か
ら
 

実
施
し
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 

一
、
赤
池
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
 

険
者
で
あ
る
こ
と
。
 

』

、

 o
 、、ノ 

ニ
、
高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
困
難
と
 

認
め
ら
れ
る
者
の
世
帯
主
で
あ
る
こ
 

と。 

三
、
本
町
に
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
住
 

所
ュ
ゲ
ェ
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

▽
貸
付
金
額
 

自
己
負
担
分
か
ら
三
万
九
千
円
を
差
 

し
引
い
た
額
の
九
十
督
以
内
、
但
し
三
 

十
万
円
を
限
度
と
す
る
。
 

▽
貸
付
条
件
 

一
、
利
子
 

・
無
利
子
 

ニ
、
償
還
方
法
 

当
該
高
額
療
 

養
費
か
ら
一
括
償
還
 

※
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
貸
付
条
件
が
あ
 

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
貸
付
申
込
に
 

つ
い
て
は
、
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
 

（
窓
ロ
⑤
番
・
電
話
内
線
 25 

番
）
に
お
 

た
ず
ね
下
さ
い
。
 

災
害
を
受
け
た
と
き
は
 

所
尋
の
軽
減
免
除
が
あ
り
ま
す
 

震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
な
ど
 

の
災
害
を
受
け
た
と
き
、
所
得
税
が
軽
 

減
さ
れ
た
り
免
除
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
 

そ
の
方
法
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
り
ま
 

す
。
一
つ
は
、
 

「
所
得
税
法
」
に
定
め
 

る
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法
で
す
。
も
つ
 

ー
つ
は
、
 

「
災
害
減
免
法
」
に
定
め
る
 

税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
で
す
。
 

こ
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
 

法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
る
所
 

得
税
の
軽
減
免
除
は
、
最
終
的
に
は
翌
 

年
三
月
の
確
定
申
告
の
時
期
を
待
っ
て
 

法
令
講
習
会
の
開
催
 

次
に
よ
り
法
令
講
習
会
が
行
わ
れ
 

ま
す
。
万
障
操
合
わ
せ
、
受
講
さ
れ
 

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
と
き
 
11 

月
 19 

日
（
日
）
 

午
前
9
時
 30 

分
よ
り
 

▽
と
こ
ろ
 
赤
池
中
学
校
体
育
館
 

▽
講
師
 
田
川
警
察
署
交
通
課
係
官
 

ー
田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
ー
 

そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
第
一
期
（
七
月
）
と
第
一
一
 

期
（
十
一
月
）
に
予
定
納
税
を
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
そ
の
予
定
納
税
 

の
段
階
で
も
、
減
免
の
適
用
を
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
 

給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
段
階
で
、
そ
 

の
源
泉
所
得
視
の
徴
収
猶
予
や
、
既
に
 

納
め
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

自
由
業
の
人
に
つ
い
て
も
、
報
酬
や
 

料
金
に
対
す
る
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
 

予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
田
川
税
務
署
 

調
査
第
一
部
門
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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田
川
税
務
署
 

検
察
審
査
会
に
つ
い
て
 

知
っ
て
お
こ
う
 

Iー

 
害
者
は
い
ま
す
ぐ
相
談
を
ー
 

皆
さ
ん
、
あ
な
た
や
そ
の
周
囲
の
人
 

で
「
窃
盗
」
 

「
お
ど
し
」
 

「
詐
欺
」
 

「 

交
通
事
故
」
な
ど
の
被
害
を
う
け
困
っ
 

て
各
方
面
に
話
し
て
み
た
が
納
得
の
い
 

く
結
論
が
で
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
 

り
J
 

犯
人
を
処
罰
し
て
ほ
し
い
と
警
察
や
検
 

哀
浮
に
訴
え
た
が
そ
の
結
果
を
裁
判
に
 

廻
さ
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
不
服
 

だ
が
さ
て
こ
れ
を
誰
に
ど
う
し
て
も
ら
 

っ
た
ら
よ
い
の
か
判
ら
な
く
て
、
そ
の
 

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
 

ん
か
。
 

こ
ん
な
方
は
、
 

「
泣
き
寝
入
り
せ
ず
 

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
」
 

▽
検
察
審
査
会
は
、
こ
の
よ
う
な
被
害
 

者
の
不
満
を
聞
い
て
も
う
一
度
調
べ
直
 

し
て
み
る
こ
と
を
仕
事
と
し
ま
す
。
 

▽
検
察
審
査
会
は
、
裁
判
所
の
中
に
あ
 

っ
て
民
間
の
代
表
者
十
一
人
で
構
成
さ
 

れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
検
破
至
目
の
し
た
 

不
起
訴
処
分
の
良
し
悪
し
を
審
査
す
る
 

た
め
記
録
を
調
べ
た
り
証
人
を
呼
ん
だ
 

り
実
施
見
分
な
ど
し
て
調
べ
て
み
て
議
 

決
し
ま
す
。
 

も
し
、
不
当
と
判
断
す
れ
ば
検
敗
浮
 

に
起
訴
す
る
よ
う
に
申
入
れ
を
す
る
の
 

で
す
。
 

▽
検
穴
馨
査
会
に
相
談
や
申
立
を
さ
れ
 

る
方
は
、
田
川
裁
判
所
の
中
に
あ
る
次
 

の
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

●
田
川
市
千
代
町
一
の
五
 
裁
判
所
内
 

田
川
検
敗
馨
査
会
事
務
局
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